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機
動
研
究
会
の
実
施

　
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
は
、
前
年
度
秋
に
研
究
者
が

研
究
課
題
を
提
出
し
、
審
査
を
経
て
新
年
度
に
発
足
す

る
通
年
の
「
研
究
会
」
の
制
度
に
基
づ
き
、
研
究
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
開
発
途
上
地
域
を

巡
る
急
激
な
環
境
変
化
や
国
際
情
勢
の
変
動
に
迅
速
に

対
応
し
、
そ
の
成
果
を
速
や
か
に
発
表
す
る
た
め
「
機

動
研
究
会
」
と
呼
ば
れ
る
研
究
会
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

機
動
研
究
会
は
速
や
か
に
分
析
が
必
要
な
事
象
に
関
し
、

年
度
途
中
に
研
究
者
の
提
案
に
よ
り
発
足
し
、
そ
の
成

果
は
迅
速
に
「
情
勢
分
析
レ
ポ
ー
ト
」
等
と
し
て
発
表

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
既
に
終
了
し
た
も
の
も
含
め
四
つ
の
機
動

研
究
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
（
八
月
現
在
）、
そ
の
成

果
は
情
勢
分
析
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
出
版
さ
れ
る
と
共
に
、

そ
の
一
部
は
速
報
版
・
中
間
報
告
と
し
て
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
今
号

のID
E U

pdates

で
は
、
ま
も
な
く
最
終
成
果
が
出

版
さ
れ
る
予
定
の
機
動
研
究
会
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
二
〇
一
六
年
一
月
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
等
の
東
南

ア
ジ
ア
の
社
会
主
義
国
に
お
い
て
五
年
に
一
度
の
党
大

会
が
開
催
さ
れ
、
次
期
党
指
導
部
の
選
出
や
、
党
・
国

家
運
営
に
係
る
基
本
路
線
の
採
択
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
党
大
会
の
内
、
経
済
成
長
著
し
い
ラ
オ
ス
の
党

大
会
を
扱
っ
た
機
動
研
究
会
「
ラ
オ
ス
人
民
革
命
党
第

一
〇
回
大
会
と『
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
』」研
究
会（
研

究
会
主
査
：
山
田
紀
彦
研
究
員
〔
現
在
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
在
ラ
オ
ス
海
外
調
査
員
〕）
が
本
年
一
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
ラ
オ
ス
は
「
二

〇
二
〇
年
の
後
発
開
発
途
上
国
脱
却
」
と
い
う
国
家
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
天
然
資
源
開
発

に
依
存
し
な
が
ら
経
済
発
展
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
近
年
、
経
済
発
展
と
共
に
都
市
と
農
村
の
経
済

格
差
の
拡
大
、
党
・
政
府
幹
部
の
汚
職
、
土
地
紛
争
な

ど
様
々
な
問
題
が
顕
在
化
し
、
党
路
線
に
つ
い
て
国
民

か
ら
疑
問
の
声
も
上
が
り
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
な
か
で
開
催
さ
れ
た
、
ラ
オ
ス
人
民
革
命
党
第
一
〇

回
大
会
で
は
、
新
執
行
部
が
選
出
さ
れ
る
と
と
も
に
今

後
五
年
間
の
国
家
戦
略
、
二
〇
二
五
年
ま
で
の
中
期
戦

略
、
お
よ
び
長
期
目
標
で
あ
る
「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
二
〇
三

〇
年
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
開
発
戦
略
に
修
正
が

求
め
ら
れ
る
な
か
、
ど
の
よ
う
な
中
期
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

提
示
し
、
ど
の
よ
う
な
布
陣
で
国
家
建
設
を
行
っ
て
い

く
の
か
に
つ
き
、
党
大
会
の
政
治
報
告
や
長
期
戦
略
方

針
、
ま
た
人
事
等
か
ら
分
析
し
ま
し
た
。
研
究
会
の
成

果
は
情
勢
分
析
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
今
秋
発
表
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
中
間
報
告
が
速
報
版
と
し
て
ア
ジ
研
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.ide.go.jp/Japanese/
Publish/ D

ow
nload/K

idou/2016_laos.htm
l

）
で

も
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
同
じ
く
五
年
に
一
度
の
党
大
会
を
開
催
し
た
ベ

ト
ナ
ム
に
つ
い
て
も
、
そ
の
党
大
会
の
概
要
と
政
治
・

経
済
路
線
に
つ
き
分
析
し
た
「
第
一
二
回
ベ
ト
ナ
ム
共

産
党
大
会
と
『
第
二
の
ド
イ
モ
イ
』
の
可
能
性
」
研
究

会
（
研
究
会
主
査
：
石
塚
二
葉
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員
）
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
研
究
会
で
は
、

党
大
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
今
後
五
年
間
の
党
・
国

家
運
営
の
基
本
方
針
や
新
指
導
部
人
事
の
分
析
を
中
心

に
、
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
が
こ
れ
ま
で
の
ド
イ
モ
イ
の
三

〇
年
を
ど
の
よ
う
に
総
括
し
、
喫
緊
の
課
題
や
中
長
期

的
な
課
題
に
ど
う
対
処
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か

を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本
研
究
会

の
成
果
は
今
冬
、
情
勢
分
析
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
発
表
さ

れ
ま
す
が
、
速
報
版
が
ア
ジ
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ア
ジ

ア
の
出
来
事
」
コ
ー
ナ
ー
（http://w

w
w

.ide.go.jp/
Japanese/Research/Region/A

sia/index.htm
l

）

に
「
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
第
一
二
回
党
大
会
：
政
治
報
告

と
主
要
人
事
」
お
よ
び
「
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
第
一
二
回

党
大
会
：
二
〇
一
六
～
二
〇
二
〇
年
の
経
済
政
策
の
方

向
性
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
歴
史
的
な
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
世
界

的
に
注
目
を
集
め
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
関
し
て
も
「
ミ
ャ

ン
マ
ー
新
政
権
の
発
足
―
―
二
〇
一
五
年
総
選
挙
の
過

程
と
結
果
」
研
究
会
（
研
究
会
主
査
：
長
田
紀
之
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
研
究

会
で
は
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
が
率
い
る
国
民
民
主

連
盟
が
大
勝
を
お
さ
め
る
と
い
う
歴
史
的
選
挙
と
な
っ

た
二
〇
一
五
年
一
一
月
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
総
選
挙
に
つ
い

て
、
選
挙
当
日
ま
で
の
経
緯
か
ら
、
選
挙
結
果
の
分
析
、

新
政
権
の
発
足
と
そ
の
後
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め

ま
し
た
。
研
究
会
の
最
終
成
果
は
情
勢
分
析
レ
ポ
ー
ト

『
ミ
ャ
ン
マ
ー
二
〇
一
五
年
総
選
挙
―
―
ア
ウ
ン
サ
ン

ス
ー
チ
ー
新
政
権
は
い
か
に
誕
生
し
た
の
か
―
―
』
と

し
て
、
ま
も
な
く
出
版
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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